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アカマツせき悪林地におけるパーク堆肥の

施用が土壌生物に与える影響

新島渓子(1)・小川 民叩

Keiko NIJ.IIMA and Makoto ﾜGAWA : The Infiuence of Application of 

H巴mlock Bark Compost on Soil Organisms in Pinus dellsiflora Forest 

要 旨:この研究はアカ 7 ツせき J出林地におけるパーク堆胞の施用が土壌生物1<=与える影主;を切ら

かにし，+.壌生物の必場からパーク i臼巴の林地施丹]限必L景について検討したものである。 μ都府弘治

IIJ のアカ 7 ツせき.m#地において標準量(乾物として 1 ton/lO a) のパーク唯Jjl~を施ハJ した以合， 1 
年後にパーク堆肥はほぼ消失した。対照区の大形土壌動物としてはヒメミミズ知，クモ:J);1 ， 1\1]週七l お

よび脱趨 11 が多かったが，パーク i仁肥の施用により，ヒメミミズ知が減少し，他ωノ\ノ![;'.ヒJ!ìi'助物はイ~，

f本数，唄仔;品ともにi判加した。グ、ニ， トビムシなどの小]f;Ü~~ ).L_動物の川(+数は }jtij~施)ljの )jj記rがみら

れなかった。パーク:ltf:fl巴の連年施JH 3 年 i I と倍J剖古川 1 ， 2 年 II とには大形↑壌動物の以λ な J11'i;f 加がみ

られず， ßl!úlJしたパーク取肥は 1 年後も大半 lま未分鮮の;[)\é[ で以存していた。 I'~己のむIムミから llill の

施川]単は乾物として 1 ton/ lO a 以内とし，述4 施用の場合lζ は 3 年WJを i)l~皮とするのがのぞましい。

土壌微1L!均はノマーク堆肥の施日日により糸状耐が減少してJ内線出がj首加したが，判闘の災化は 之のも志

向がみられず，全般的lζ微生物村[J I土アカ 7 ツ林本来の特徴を火L、かけていた。また，胞片Jlx の jlìi化閣

のJî~加は具市であった。

1.はじめに

97'~108 

近年，森林土J泉北物は地点維持に欠かせないιLEであるという制点から，休業および土按干の分野ご注

目されはじめたが山)9)10) ，じ1 A;の森林土I表動物に関する，û~Jl!l::資料は少なしとくにアカマツ体り上主長身J拍

についてはわずかに渡辺ら 11) 12) ，苅沢ら 2) がW;ムーそ行っているに才ぎな~ � 0 また，林地への胞/J日が土壌生

物に与える影響については北村ら呂)および新同りが報告企しているが，パーク:ljtij巴の影響についてはまだl羽

奇されていない。

;キ;問先はアカマツせき志休地における大形土壌動物相!の災窓会:f::;1'医すると 1I引こパーク ljtnt:の出肘が)\.

J長土士会動物，小ìl;;白!Í:i j上i動物および土主主微生物に与える影特をl月らかにし，土f点生物の:Ú:助からパーク JiUJ巴

の林地施JIj以界泣について検札したものである。

， Uttl査はjJ2 川、 JJ<I，11技術会議川伸10f究「12林保業における以境保全JドJfム f!lji こ Ix1する総白川先J81 の ~Ij とし

て i j われたもりである。

ノペfuf先のH( 進 lとうり，多大の f)む 'ú:を 1'Zlっていただいた河 111 仏しじよう !'i151~ ， )除 IllfJií'î土じよう肥料研

究主J乏をはじめ， [I，j研究室員および関西文場土 L二ょう研究室日の)J 々 lこり:くお礼 11 1 し j け、る。まだ，日l険

地の削リおよび主主去については故小!;Mf;(l! 11関目文場土じよう研究宗J誌の ， Vii]査結.~~を Ni.用させていただい

たり感謝の，台、を表するつ

1979年11汀 24 H 受似

(1) (2) L じよう部

土壌 29 For. Soil-"29 
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2. 調査地および調査法

2-1.試験設計

調査地は京都府宇治市の八科医国合林で，海抜高 100~200 m の丘陵地帯の山腹斜面 F 1iiíに位置してお

り， 60~70 年止のアカマツ天然史新;1*分である。

調査地内の平坦面および山腹斜 l厄 lこ試験地をもうけ，それぞれ第 1 および第 2 試験地とし，両試験地内

に (15X15) m2 の対照区およびノぐーク i在日巳根市=量区を設定した。施用法は全面散布方式で乾物として

1 tonj10 a ずつ， 1974 年 9 月 24 日， 1975 年 11 月 8 日， 1977 年 2 月 15 日に行い 3 回で合計 3 ton!10 a 

Table 1. Number of trees taller than 6 m in heightj(15X 15) m2 

and mean diameter breast high (D. B. H.) at the be. 
ginning of the 巴xp巴riment

1st sampling site 2nd sampling sit巴

W11LFLi--i:::lL1JRif 
uzzjrJ「:111jj-1三:1lf
222:JZJtどfl:l:;:( プ (:l:::ll

Table 2. Description of soi! pro五!e

Treatment 

7l〆Jet1JA2-o1ll可L17押L+ ，ll SIhFhar…ヌpcm l | 印 Iよm 同…2.5Y4!1 I Rich f S (bk) 

l�R5!3 I Poor i S 

15+ I 2.5Y6!3 I Poor S 

L +, F: 1 cm 

BIl10YR3  Rich S I (cr, bk) 
Sharp 

l�R4!3 Poor S 
Distinct : 

E 15 十 i lOYR5! 4 Poor S 

L+ , F:3cm , 
4 

I Distinct I 
17 

i Distinct I 
15 十

F-H : 3 cm 

10YR3!2 I Rich I S (bk) I 

10YR5!6 I Poor S 

10YR?!6 I PO口r I S 

1st 
sampling 
site 

2nd 
sampling 
site 

Ao 

A 

B-(C) 

C 

Standard 
fertilized 

A b
h
 

h
υ
 

L: 十， F :3c1n , F-H :3cm 

lOYR2!3 I Rich S L 
Diffuse 

B 22 1:':. -. I lOYR5! 4 I Poor ! S L 
I Distinct i 

I C15+I  - 10YR5!6 I Poor I S L 

Remark in root. L: >20cm, M ・ 20~2mm， F : <2mm in diameter , 5 ・ Very abundant , 4 : Abundant , 3 : 
Frequent, 2 : Occasional , 1 : Rare，十: Very rare. 

A。



アカマツせき悪林地におけるパーク堆JJ巴の施川が土壌生物に与える彩れ" (新日・小) 1 1)一一 99 ー

』通用した c � t:ニ治 2 史地において， 1975 iド!とパーク JtU!~1出量区号店加設J，L し， 1975 年 11 刀および 1977

;,r 2 月に 2 ton!10 a ずつ，介~i[ 4 ton!10 a を施用した。

使用したパーク川!日は各作皮とも ili 日比でへムロックパーク 1 に対してふん 1 の ;I;IJ 九、で問JT してJif!日

イじしたもので， dj-;J(浴木村協|口j組イれと委託して l i_:i立したものである。 施 )Ij [i'T Il勀 0)パーク堆fl!': 100g (風乾

市一) "l] ~とはダニ 116 ， トピムシ 40，チャタテムシ l ， fT汁 157 川六日〕小Jl:;fm J2IYJ物がI!-:Xl していた。 化学

什「上位lと閲しては河川1)の報告を参照されたい。

2-2. 植生および土壌

;試験医 r)l に!1: T干する訓!，'~6 m 以 1-の制極と本および胸，J， '~'n~I径は T司ble 1 に /J'\すとおりである。低水

間には Table 1 の j対立iのほか，コノマノミツバツツジ，ヤマウルシ，スノキなどがみられ， 地表面にはハ

ナゴケ，ツ Jレリンドウなどがみられた。

名試験i豆の土壌は Table 2 IC示すとおりである c 11'~ 1 試験地はで.~}よ干:J1:11厄でn:T1:モ約;) crn までの)\_小

の 11J lt告をすとぷる多く{];む。土J会裂は件試験反とも未熟土 (1m 型土i却であった c 別 2 試験I也は洪積丘

陵綬外 11白下;唱に位í['í:する未熟土で， 多少土壌居位の分化が認められた T，f，j ，式股地ともf;!HI!詩ないし B 層

以下は府t~\(ご乏しく，すこぶる堅守J で iw気'1'じないし透ノ;J<II:ばきわめて不良であり，また，表層土の乾湿の

動きはかなり j亡きいと考えられる。

1:1呈摘出区の植生および、土壌は前 2 試験地の他の試験区とほぼ同じであった。

堆1巴施用 lとともなう表!戸上 1二壊の変化については t(; 2 試験地でヒ壌劫物の査11却と各試験区内の 2~3 地

点において深さ約 15cm の清孔を設けて各 )~{1位の I';Iさを記録するとともに， (50 x 50) cm2 の枠内の L十

F 屈を J'R l[!_ し， J孔乾後îfi;量を測定した。

2-3. 気象条件
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Fig. 1 Temperature and pr巴cipitation of Kyoto, 
near the sampling area. 
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Fig. 1 は京都地方気象台(標 l司 42 m) で観測された気氾および降水量を示したものである。 1975 午ー

は 9 月に異常白血が続き 9 月の平均気A11が 25.0'C，平均最高気温が 30.40C で哀史なみであった。 1976

年は 8 }j から 10 月にかけて異rfr低温が続き， 9 月には降JJ(量がとくに多かヮた。 1977 óyは 9 月以降の気

温が平年より高く， また， 8 月および 10 月の降水量がとくに少なく，土壌生物調査時には土撲の乾燥が

著しかった。

2-4. 土壊動物調査

大形土壌動物の調査は 1976 年 10 Jj 5 ~ 7 日および 1977 年 10 月 17~~19 日に第 2 試験地で次のように

行った。各試験区内に (50X50) cm2 の悼を 3 偲設定し A。層および鉱質土層の深さ 7cm までに生息

するλ形土壌動物を土壌層住別に採集し 50箔アルコーノレで固定した。研究室で動物を主として自の単

位まで分類し，日|数後児童量を測定した。

ノJ\形節足動物の調査は 1974 5下 6 Fj 14 日および 1975 年 10 月 21~~22 日に全調査区で， 1976 年 10 月 5

~7 同に第 2 試験地の全区で行った。 1974 年の調査では表面積ー 100 cm2, i1~さ 4cm，体積 400cm3 の採

土門筒を瓜いて次のように行った。 まず A。居の表而lζ 円筒jを置き， せんていばさみで円筒に沿って A。

屈を切り，円筒 I)~ の Ao 層をポリ袋lと採取した。ノマーク前JJ巴が層状lと残っている場合は A。層に合めた。

続いて円筒を土壌中にさし込み， 0~4cm の深さの鉱1'í:土胤からサンプノレを採取した。 このような手順

で A。層， 0 ~4cm の鉱宜土屈を各区いずれも 3 点ずつ採取した。 1975 年と 1976 年には表面積 50 CIn2, 

深さ 2cm， 休日t 100 cm3 の採土円筒を用いて A。屑 ， 0 ~ 2 cm , 2 ~ 4 cm の深さの鉱質土層からそれ

ぞれ 3 点ずつ試料を採取した。動物の分離には改良型ツルグレン装置t5 ) を用いて 2 昼夜拍 tt1 した c

2-5. 土壌微生物調査

1977 年 9 )j 30 日に全調査医において，鉱質土層の 0~5cm の深さからランダムに 20 点土壌を採取，

混fT し，さらに，土壌内の垂直分布を調べるために土壌断i町を設定して Ao 層， 0~5cm， 7~12cm の

深さからサンブ。ルを採成した。微生物の分離は平板希釈i去により，土壌煎汁培地とローズベンガソレを合む

ワックスマン変法培地考会用いて行い，糸状薗，細菌，放線菌にわけで計測した。硝化菌については常法適

り希薄尺頻度j去を用いて計測した。

3. 結果および考察

3-1. 対照区の大形土壌動物

Table 3 は対照医の (50X50) cm2 当りに生息する大形土壌動物の個体数および湿重量を示したもので

ある。 2 年間とも全調査地点から採集されたものをあげると，ヒメミミズ類，クモ類，イシムカデ目，半

麹日，双辿日，鞘旭日 ， J!史迎呂の 7 グJレープであり， このなかで平均浪重量が 2 年とも 50 rng! (50 X 50) 

cm2 を越えるものはヒメミミズ類，クモ主a，鞘趨日，股旭日の 4 グループ。であった。調査地の林床l土地点

ごとに微細な違いがあり，調査期間中の気象条件の年変動は;くきかった。しかし， _1こ記 4 グループ。は常に

多量に存在するという点で本調査地の土壌に与える影響が大きいと考えられる。また， ミミズ類， 倍抑

制司，セミ獄の 3 グループは年によって混亙量が 100 mg!(50X50)cm2 を越えることがあり，これらの動物

は条件さえ整えば本羽査地の土壌に多大な影響を与えるものと考えられる。なお，マツ林において， ミミ

ズ類およびセミ狽が土壌動物の現存孟のなかで占める割命が大きいという傾向は渡辺12) も指摘している。

Fig. 2 は大形土壌動物の土壌属位JJIJ分布与を示したものである。 ヒメミミズ類およびクモ類は A。層に
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Table 3. Number and wet weight of soil macrofauna!(50X50) cm2, 
Ao-ト O~7cm soil lay巴τs at unfertilized plot of Pinus densifiora 

forest in U ji 

Soil 
macrofauna 

Sampling date 

一応 I 1 

Oct. 5, 1976 

Number of individuals 

Mollusca Gastropoda 4 

Ann巴lida Oligochaeta Enchytr咽aeidae

The others 

Arthropoda Arachnida Araneae 

:117110; 

Crustacea Isopoda 

Diplopoda 

Chilopoda Lithobiomorpha 

Geophilomorpha 

Scolopenclromorpha 

Insecta Hemiptera, Cicaclidae 
Hemiptera, the others 

Lepidopt巴ra， larvae 

Diptera 

Coleoptera 

H ymenoptera 

ハ
ー〈
C~ 

171 

7 11 

187 5 

The oters 

Total 

57 
5

一
日
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3 
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Acarina, Collembola and other soil microarthropods , wbich were collected with soil macrofauna , were 
excluded. 
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o Number and wet w巴ight of soil macrofauna!m2, Ao十 O，~7cm soil layers at each plot 

Oct. 5~7， 1976 

Number of individuals 

I Stan-
Unferti-I dard 

liz巴d I ferti 
lized 

Oct. 17~19 ， 1977 

雰
川
市U
V
A
怒
邸
宅
河
建
時

.47 

19 

Wet weight in g Number of individuals I Wet weight in g 

n- !~. ,'- I 1St五五二 I Stan- I~. ， bl巴 |τ ， c ~"U，U ， I Double I T>  • r ..! ~"U，U , 1 Doul ard , ~VUU'L I Unfertト dard I ::'V';'.U'L I Unf巴rti-! dard I ::,V,:, ~ 
ー…一一 一f巴rti- しiγ lized I ferti- ムしム"' . , I lized ferti- ムし"". 
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Gastropoda 

Oligocha巴ta Enchytraeidae 

The others 
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16 ム.34 05 45 J包

" 
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Hemiptera, Cicadidae 
Hemiptera , the others 
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多く， 双遡目幼虫とイシムカデ白は F-H 屑にとくに多かった。アリ以および鞘辺国 l正午によって見な

り， l+íの多かった 1976 つには Ao!切に多く，化以の倣しかった 1977 '1ーにはト j貯に移此!ずる傾向がみられ

た。

3-2. パーク堆肥の施用による土壌表層の変化

表問土壌の }I出立の，rij{さはばらつきが汲しく， 江~ 2 試験地対日立区ωL+F )('ji，土1. 5"~4. 5 cm (、v均 30

cm) , F-H !t'J 0 '~7 cm ('1乙J与 2.6 cm) , A)醤 2 ".' 6 cm (、|ノ1')3.6cm) であったり Ao Ii'~の J'Ú\乾，1，よ止は

O. 6'~ 1. 6 kgjm2 (、1'.1こj 1.1 kgjmりであ勺た。

ノ\ーク Jtí:rJ lll の t"刊I ~量を j&'11血川]した助合，初|止の胞川後 1 ;y 凶 (1975 10 jJ)にはほぼ消火したが，

2 年連続施別 f& 1 イ l' じI (1976 年 10)J) には水分fÍJ干のパーク耽11目がわずかに it1'T し， 3 't 注統!JÍ!U日後 8 か

)J �-j (1977 イ l' 10 )j)にはがJ 1. 5 cmω ，1_i~I.さで残っていた。 f{l刊t

4斗十tJ;お正お3 よび 2 イ作|ドL勺J辿坐?杭J先口施「用1口j 後 8 かJ川J 円とも iにこ 1 ，-" 3 cm ciの〕刈Jl= さ Uの〉パ一ク i堆i仕主剖I1肥l担巴!'随I凶泣が口，~~められた O

ノてーク i百J巴 !/úì J1l 1互の L 十 F 出の惇さは刈照|友より O. 5'~ 1. 5 cm 心 堆|日松n;lf三E i主年施月H文の L+F

l~tlJ乱乾 111 は O. 5'~ 1. 2 kg!m2 (、 l' 均 0.7 kg/mりであり， 1;~~ :i:量阪の L 十 FI廷は O. 3".0. 9 kg/m2 (ギ均 0.5

kgjmりで，いずれも刈j原区より少なかった。なお， 印:1]巴胞iiilx()) ノ x ーク地 )J巴 l凶と F-H )'，tiの 1:りには米分

!Wの仙皮や洛伎などがみられだが，治~はほとんとみられなかった。

3-3. パーク堆肥の施用が土壌動物に与える影響

Table 4 は各i試験反における )(JI5土岐動物の個体数およびJtW垣:をぶしたものである。大形土壌動物

の悩イ~n設は Table 3 Iとぶしたように地点 Jこよりばらつき， ばらつき ω 悩も動物の**却によコて災なるの

で， 半lと、ド上':J 他のーで多少をj命じることはできない。 そこで対日首IXのム|λYJ l!ilの土 509ó を日やすとして堆

肥施川区の他がこの総jjll外である場合にむリーで小した。その結以， {.瓜 tilli多トト~T:'土i支!lìi)物にとって条1午が長

かったと刊I 測される 1976 {Iω日:司{註胞川ばではノI(ßH分の人;形じ壊副長jが増jJ[1 し， l}r~ 咋届;は対日飢えの 2 倍

以!となった ζ ただし，ヒメミミズ3;t" i ， ~X iH 目幼虫なと，比較的小)1;の動物の間体'/:1，(が減少したため，総

個体数は文'lM{[)<くとほぼ I~j じであった。イ量施丹j 区ではヒメミミス潟 ， j，j辿什幼出およびアリまúのfl!ij体数が

Table 5. NUJll ber of soil microarthropods!lOO cm2, Ao十 C..-~4cm

soil layers a t each plot 

、三二 Sampling 山しじ June 14, 197~ 土t 竺 1975 J 0ct・ 5 ， 1976 

,,____ 1" ilntended 1" 10 , .1" 
------____, ~___L... ., IUn' ，~，，~，~uC-L~IUn' IStandardlUn- IStan正lard Double 

Soil Treatmentl~~L_~ "，- :l: ____listandard 1~~J.~'_:1: ___ _j l~~l-_~:~~~~ ~I~_J._~"，-: 1: ____11 \下 Ifertilized[~ ，a~~ ，;，.a ， ~ I fertilizedlfertili，侭dlfertilizedlfertilizedlfertilizedmicroarthropods 一一一 jlC J. LUL/A-Ulfertilizedl _l C _ll.1_j_j_ /~ÇUI _l C J. L_j_ll/-tC-UI_j_ CJ. L_I__j__j_L., VUI ..L"-'..L L.l H L.,VUI .l 

A町hnida Pseud回C仰ionω ヌ 2: 2 I 3 I 5 I 1 

Acarina 902 i 676 2, 254 I 1, 551 I 802 706 I 1, 095 

14?  5 1 Pauropoc!a B 2 

Symphyla J 

Insecta Protura 22 16 

Collembola 929 772 

Thysanoptera ,j 

Psocoptera 2 ! 、コ

11 

17 
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31 
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Total 1, 869 I 1 ，山 3 ， 179 2 ， 1 回 1 ， 363 1, 181 1, 854 

Araneae, Diplopoda , Chilopoda and other soil macrofauna , which were extracted with soil microarthropods, 
were excluded 
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少なく，総個体数も対照区より少なかったが，重量は対照区より重いものが多く，総現伝量は対照区より

多かった。

ヒメミミズ主Qが前年と同様，対照医より少なかったが，乾燥の激しかった 1977 年の標準量施用区では，

双組目幼虫は対照「ズより多かった o ~見存量も六百五分の動物が対照区より多かったが，総現存量はあまりか

わらなかった。倍量施瓜区ではアリ類の個体数が対照区より著しく多かったが， f也の大部分の動物は対照

区より少なく， 8~存孟も著しく少なかった。

施周前 (1974 年 6]]) の対Tab!e 5 は各試験区における小%節足動物の個体数を示したものである。

照区と様i軍主主施用予íE lぷを比絞すると，施用予定区の動物数がやや少ない傾向がみられたが，地点目IJのば

らつきを考慮に入れると両地区の小)1::-節足動物相はほぼ[ðJ質であったと忌われる。

チャタテムシ目 0.1 個体;100トピムシ目 4.0 ，ノぐーク堆日巴の施用により椋準量施用区ではダニ目 1 1. 6, 

トピムシとも施用阪の方が少なし腕用 1 年後(1975 作 10 月〉にはダニ，crn2 が林地に投入されたが，

{音量区がやや多い傾向がみられ対照区の約 2/3 であった。 1976 年は対照区と標準量施用区がほぼ同数，

7こ。

土主主動物の」工場からみると，林地へのパーク堆肥胞崩限界量は 1 回の施周忌，その年の気象条件および

1庖用時期によって具なる乙とが予想される。標準量を秋iこ連年施用した場合，最初の 2 年間はパーク堆肥

が l 年でほぼ消失し，それと同時に小j[;'節足動物およびヒメミミズ類が減少する傾向を示し，大部分の大

形土壌動物が増加した。つまり，このような土壌動物相の変化がともなえばノてーク堆肥の分解は順調に行

われるものと考えられる。一方，パークj:削山音量施用区および棋準量 3 年連続施j百区では，大Jt;;土壌動物

施用 1 壬下後もええ分解のパーク堆1]巴が層状!と残っていの現存量は加えた堆IJ巴の量に見合うだけ増加せず，

堆肥の残:仔量がとくに前年の施問時期も遅いことから，た。 1977 年の調査時には土壌の乾燥が激しく，

多かったとも考えられるが，いずれにせよ土壌動物の

増殖率と士制巴の分解能力を越えないように施用するに
[] Fcngl AlQ' 

闇 Acl'll川'cctes x :J~ 

図 Bacteriλ 川 l二J

(Jv 

は 1 旧|の施用量を 1 ton/10 a 以内とし，連'cf施用をや

めた方がよい。

パーク堆肥の施用が土壌微生物に与える

影響

Fig.31と 0~5cm の深さの鉱質土層に生息する微

生物数を示した。アカ 7ツ林の通例で糸状菌が比較的

多く，微生物ブロラはきわめて貧弱であった。第 1 試
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験地では糸状菌，組問， 1放線菌とも堆肥施用による変

化はみられなか勺た。第 2 試験地ではパーク土佐肥施用

区で糸状l岩が激減し，放線菌は堆JJ巴の量に比例的lと増
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で増加したが，対照区との差は少なかった。

Fig. 4 の亙直分布の追いをみると，第1， 2 試験地

とも対照区では明際な規則性がみられなかった。とれ

はアカ 7ツ林の特徴で，微生物の分布が不規則となる

Soil microorganisms in mineral 
soil of 0~5 cm in depth. 

Fig. 3 
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ー Jj ， パ h ク iífぺ 1日腕司l!ヌでは剤11間!と汝く宗!の分川町可が{11ており ， ~1~1舟でタく I、 i叶で減少ためである。

する傾向がみわれた c ;1¥ 2 ;.\:15;)1 j也で!.;:J1� 1 j['~ì(uU H 1><: におけど〕汗、状主!の以少が I)j らよ)、 lごい-2!-められた{以|のと

とから，ノミーク耳i'!j~\<f.)ft~jIJ すると，[.リら ;Ij) こ糸 tl~-[1i fßÙ， oc少して ~'~I士会的指がifq加し，比!l二物れはアカマツ 1 1;オ，:~二

の午、}散をク\うとい 0c

ぺたものが有!淡態チッ ;14fTiiì'j化成l紋をみると cr、日ble 6) ，治 1 iÁ駁i也では自然状返ではとんどいな

EZ の向日ノ\ ク 1ji 111μ))!lli同 l こより， IVJ らかに Jm)]IJがめられた 2 験地の -i-~I\'f/ にしt lìQ初から 11l'j fl~r足i !j 、

いたようであるが，ノて…ク JiU!c: v) 凶，lJ iこより卜 i凶まで以下;i' な j曽)J li がみら 1l た〈、

土波紋却のj'[Ji，品、らみると，ノ\ーク堆 11日血J+l rx:における 11n化 l 'léj の松川 l'立川常でぶなとのめ染以因にも

なりかねないなど，同組は多い 1 以われる， �P.; 1 二 11 '1 :I;k i) (ふi;;~1ftのために結l治的なここはいえない。しか

もとからなかった兵物を投入すると， y(物に適応した微生物が主(こ増加するとし、うのし，ある1{足*1z l[ ，
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:よ♂般的な原見Ijである。この試験地のような未熟土の場合には微生物相が貧弱でその数も少ない。従って

有機物を分解する能力がもとから低く，投入する量にも限界がある。異物の投入量が多いほど本来の微生

物相が大きくかわり，元にかえることができなくなる。パーク堆肥施用の場合には土壌動物や硝化菌のう

どきからみて 3 年目がこのもとへもどりにくくなる変わり E のように思える。
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The Influence of the Application of Hemlock Bark Compost on Soil 

Organisms in a Pinus densiflora Forest 

Keiko NlIJIMA(1l and Makoto OCAWA(2l 

Summary 

The purpose of this work 九Nas to estimate the influence of the application of hemlock bark 

cornpost on soil organisms and to find its fertilization limit from the standpoint of soil orｭ

ganisms in a Pinus densifloγa for巴st.

Research sites 

Two 呂it己s for this experiment w巴r巴 settled in a 60"j70 year old Pinus densiflora forest 

situated in Uji, Kyoto, 100~200 m in altitude. The first one was on 1巴vcl ground and the second 

one was on a g巴ntle slope. Unfertilized ancl stanclard fertili訶 plots, each (15X 15)rn2 in area, 

were settled in the f�st sampling sit巴. Lnfertilized, stanclarcl fertilized and cl口uble fertiliz巴d

plots were settled in the second sampling site目

Ilemlock bark compost of 1 ton!10 a was applied at the standarcl fertilized plot on S巴pt. 24, 
1974, Nov. 8, 1975，且nd Feb. 15, 1977 (total 3 tons!10 a). At th巴 double fertiliz巴cl plot，じornpost

of 2 tons!10 a was applied on Nov. 8, 1975 and Fιb. 15, 1977 (total 4 tons!10 a). The ch巴rnical

properties of the hernlock bark compost, made of h巴mlock bark with chicken droppings 

(rnixing ratio of 1 : 1) , were report巴d by KAWADA1l. 

Trees taller than 6 m in height at each plot are shown in Table 1. Soil prof�es arc shown 

in Table 2. Thεtype of soil was imrnature soil (1m) , containing much round gravel. The 

moisture conclition of the soil was variabl巴 and was arid at the sampling tim巴 in 1977. The 

trees and soil pro品 le at th巴 double fcrtiliz巴d plot were similar to those at the other plots of 

the second sampling site. 

The temp巴rature and precipitation of Kyoto, near the sampling ar巳乱 is shown in Fig. 1. 

Methods 

Soil macrofauna were taken from the s巴cond sampling sit巴 on Oct. 0- 、，7 ， 197日 and on Oct. 

17-j 19, 1977. Three quadrates of 50 cm square w巳re set up in each plot and mac了ofauna wcrc 

col1ected frorn the Ao layer and from soil of 0，-~7 cm in depth. The animals collected were pr巴­

s巴rv巴d in a 50タ6 alcohol solution. 

The samples for microarthropods werc taken from all the sampling plots on Jun日 14， 1974 

and on OcL 21~， ~22 ， 1975. On Oct. 0,,7, 1976, the samples were taken only from the seconcl samｭ

pling site. A metallic tu 1コ巳 of 100 crn2 bas巴且rea and '1 cm 1巳ngth was used for sampling. 

Thrω100 crn3, samplcs of the Ao layer and three soil samples of 400 cm3 were taken from each 

plot. Microarthropods in the soil samples wer巴 extracted by modi�d T、ullgren funnels , The 

duratioD of the extraction was 48 hours. 

Soil samples for microorganisrns were taken from all the sampling plots on S巴pt. 3り， 1977. 

Twcnty soil samples w巴re taken from mineral soil of O~'J cm in depth , ancl mix巴cl. Samples 

for the vertical dist工 ibution of microorganisms were coll巴ct巴d fro口1 the Ao, O ，~O cm and 7-~12 

Recei ved Novem ber 24 , 1979 
(1) (2) Forest Soil Division 
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cm layers. Soil microorganisms w巴re isolated by the dilution plate method. A soil extract 

medium and modified 'vV AKSMAN'S medium wer巴 used for isolation. Nitrifying bact巴ria was 

estimated by the dilution frequency method. 

Results and discussion 

Soil macrofauna at th己 unfertilizcd plot are shown in Table 3 and Fig. 2. The dominant 

species at th巴 plot were Enchytraeidae, Ar乱立巴ae， Coleoptera and Hymenoptera. Th巴 influenc巴

of fertilization on soil macrofauna is shown in Table 4, and that on soil microarthropods is 
shown in Table 5. One y巴ar after the fertilization , almost all macrofauna at the standard 

fertilized plot increas巳d both in number and biomass, except Enchytraeidae, and the hemlod王

bark compost almost disappeared in the first and s己cond year. Whereas, in the third year 

soil macrofauna did not incr巴ase， and hemlock bark compost did not decrease at the standard 

fertilized plot. Both phenomena appeared at the double fertilized plot in th巴 first and s巴cond

year. Infl uenc巳 of fertilization on soil microarthropods 、lVas not clear. 

The influence of fertiIization on soil microorganisms is shown in Fig. 3 and 4, and that on 

nitrifying bacteria in Table 6. At the fertilized plot, fungi decr巴ased and actinomycetes in 

creased. The influence of fertiIization on bacteria was not clear, and the increas巴 of ni trif ying 

bacteria at th巴 f巴rtilized plot was abnorma1. So, it seems that th巴 typical features of soil 

microflora in a poor stand of �inus densifiora w巴re destroyed by f巴rtilizatiol1. 

From the a bov巴 results ， the preferabl巴 application of hemlock bark compost would be 

less than 1 tonjl0 a. Th巴 continued application of the compost for more than three years should 

b巳 avoided in the cas巴 of once a year f巴rtilization. 


